拝啓　早春の候　貴社ますますご清祥の段お慶び申し上げます。
このたびは貴社社長ご令室のご逝去の報に接し、誠に驚愕いたしております。
平素より社長さまを温かくお支えになり、また私どもにも多くのご厚誼を賜りましたことを思い返しますと、ただただ痛惜の念に堪えません。
ご家族の皆様のご心痛は察するに余りあり、なかんずく社長さまにおかれましては深いご悲嘆のことと拝察申し上げます。
どうかお力を落とされませぬよう、心よりお祈り申し上げます。
略儀ながら書中をもちまして、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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